
新潟県立高田商業高等学校 

◆生徒会活動 

生徒会長として                 新生徒会長 ３年１組 野口 瑛太 

 この度、生徒会長を務めさせていただくことにな

りました。今まで生徒会総務として活動し、任さ

れた仕事をこなしてきました。これからは自分自

身が行事などの先頭に立って指示したり、仕事に

対して人一倍真剣に考えたりしなければならなく

なり、大変なことも増えていくと思いますが、仲

間と協力して素晴らしい生徒会や行事を作ってい

きたいと思います。そのために、去年に引き続き

アンケートを実施するだけでなく、多くの人の意

見を尊重することで全校生徒が行事に対してやりがいをもって楽しめるようにしたいで

す。そして、生徒会で出た反省点や改善点を役員全員と共有し生かすことで、行事自体の

質を上げていきたいと思います。 

 最後に、この一年間生徒会総務として活動してきた経験・知識をもって、この高田商業

高校を今まで以上にもっとより良いものにしていきたいと思います。まだわからないこと

が多く、不安なこともありますが、生徒会長として恥ずかしくないよう精一杯務めていき

ますので、よろしくお願いいたします。 
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◆商業クラブの活動 

令和２年度の活動報告           商業クラブ担当 小形惠子 西山徳治郎 

例年とは社会状況が一変し、本年度は生徒の

コロナウイルス感染防止、およびその対策のた

めに神経を費やした一年間でありました。 

商業クラブの主な活動は、全校生徒出資の模

擬株式会社「Ｒｉｋｋａ」の経営活動と、新潟

県商業クラブ発表会への参加であります。 

今年は、四月から五月の二ヶ月間の大半は休校

となり、各クラスの商業クラブ部員と役員が行

うべき、模擬株式会社の活動実施計画案の作成、新役員の勧誘、株主総会の準備などが、

ほとんどできませんでした。さらに、昨年度の新入生の勧誘がうまくいかなかったことも

あり、模擬株式会社役員は三年生九名のみ、一、二年生が不在の状態でスタートしました。   

六月の株主総会は、感染防止のため加藤社長と山本副社長が放送で行い全校生徒の承認

を得ました。  

七月は三年生役員が進路活動と並行しながら、例年どおりチャレンジショップ「Ｒｉｋ

ｋａ」の夏季校外販売出店準備を開始しました。一方、本校職員は、このようなコロナウ

イルス感染拡大防止を最優先する社会的状況において「本当に外部と接触する販売活動の

実施は可能なのだろうか」「もし感染者やクラスターが発生した場合、休校や自宅待機も含

めて高田商業高校や全校生徒への影響は計り知れない」「自粛要請中での販売活動開催に

あたり、ネットやＳＮＳにおける批判や誹謗中傷が多くあるだろう」「感染発生時に学校や

個人への攻撃も想定され、今後の「Ｒｉｋｋａ」の活動は全面休止になるだろう」などの

不安材料が多くありました。しかし、「開催十五周年ということもあり、ここで途絶えさせ

ては次年度続かなくなるだろう、実施に当たり小売商販売における保健所ガイドラインに

準じた安全策を講じる」という意見で一致し、開催を商業科会議で決めました。 

そのような経緯で、八月五日、六日、七日の三日間は、高田本町商店街にある「あすとぴ

あ」でチャレンジショップＲｉｋｋａを出店しました。本年度のテーマは、全校生徒への

アンケート集計結果で選んだ約二十品目の食品や食材で「高田商業生徒が選ぶ！一押しの

地元名産品！」というものでした。販売会場に地元の人気商品が一同に並ぶ様子は壮観で

あり、地元ＦＭ局やケーブルテレビ、ＯＢや県議も応援に来て盛況の中に幕を閉じました。

販売商品は完売で利益も計上できました。コロナウイルス対策には神経を使いましたが、

幸い感染者発生もなく、また販売した食品食材に関する顧客からのクレームや食中毒の報

告もありませんでした。 

九月には体育祭実施や就職活動および進

学活動などが重なり、三年生役員は多忙を

極めていました。十月の六華祭は中止とな

り文化祭での出店はなくなりました。十一

月から再び全国感染拡大の状況となり、当

然のことながら県外や校外の方と接する各

外部イベントへの出店や参加は中止しまし

た。十二月には、本年度の収支決算報告を行



う株主総会を放送で行い、一、二、三号議案とも全校生徒の承認を得ました。  

今年度はこのような状況下で、さらに三年生役員にとっては精神的にも負担は重かった

と思います。しかし、先生方の指示に従い、忍耐し、本当によく頑張ってくれました。来

年度もこのような状況が続くでしょうが、チャレンジショップＲｉｋｋａ十六周年に向け

て、新入生が取り組み、継続してくれることを期待しています。 

 

◆部活動紹介 

○ソフトボール部 

新部長として                    部長 ３年１組 遠藤 春加 

 私たちソフトボール部は、二年生六人、一年生二人の計八人で活動しています。人数は

少ないですが、一球一球を大切に声を掛け合いながら、試合を想定した練習に力を入れて

います。また、先輩後輩の仲が良く全員が高め合いながら練習をしています。秋の大会で

は、個々のミスが目立ち悔しい結果に終わりました。冬季練習では、技術面を向上させる

とともに、あいさつなどの生活面でも成長し、目標である県大会優勝を目指し全員で頑張

ります。また、地域の方や保護者の方、先生方に支えられているという自覚を持ち、期待

にこたえられるようなプレーができるよう

頑張ります。 

 

 

ソフトテニス部 

リーダーとして                 部長 ３年３組 山崎 紗椰 

 ソフトテニス部は二年生五人、一年

生二人の計七人で活動しています。今

年は大会に出られず、時期もありまし

たが、来春の地区優勝を目標にし、部

員全員が声を出し合い協力して活動し

ています。三年生が引退し、新チーム

となって不安もありますが、部長とし

て部員を引っ張っていけるよう自分が

率先して行動していきたいです。支え

てくださる方々への感謝を忘れず、先

輩方から教わったことを生かしていき



たいと思います。これからの大会に向けて一人一

人が目標を持ち、期待に応えられるよう頑張って

いきます。 

 

 

 

 

 

吹奏楽部   

想像の向こう                   部長 ３年１組 渡部 千花 

 今年はコロナウイルスの影響で、様々なイベントやコンクールの開催が難しくなりまし

たが、部員たちは勢いを失うこと無く、むしろ熱が入っていく毎日でした。「現状維持で

は、後退するばかりである」の言葉に立ち向かうように、例年とは違う試みを行ったり、

自分たちなりに工夫をして練習に励みました。十一月十八日に開催されたアンサンブルコ

ンテストでは、出場した両チームとも銀賞でした。予想もできない世情に振り回されて

も、常に向上心を持ち、想像の向こうへと進めるよう日々精進していきます。  

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

詳しくは学校 HP をご覧ください。 

随時情報発信中！！ 

http://www.takadas-h.nein.ed.jp

 


